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‭株式会社構造ソフトの全株式取得（子会社化）に関するお知らせ‬

‭　株式会社Arent（本社：東京都港区、代表取締役社長：鴨林 広軌、以下「Arent」）は、建築‬
‭関連パッケージソフトウェアの企画・開発・販売を手がける株式会社構造ソフト（本社：東京‬
‭都北区、代表取締役社長：原 泰紀、以下「構造ソフト」）の株式（持分比率 100％）を取得す‬
‭ることを本日、取締役会で決議いたしましたので、お知らせします。‬

‭1. ‭M＆Aを進める理由

‭Arentは建設業界において『アプリ連携型※プラットフォーム』を構築しDXを推進して
‭います。建設業界では、建築、土木、プラントといった複数の領域に分かれており、そ
‭れぞれの領域内でも設計、施工、維持管理といった細分化された業務が存在します。こ
‭うしたニッチな業務に対応するため、Arentは建設業界のクライアントと共に、各領域
‭に特化したプロダクトを共創開発し、それらをシステム化してきました。

‭ArentはM&Aを通じてプロダクトの拡充を図り、『アプリ連携型プラットフォーム』の
‭さらなる進化を目指しています。



‭※「アプリ連携型」とは、業務ごとに最適な専門アプリ（SaaS）を導入し、それらを‬
‭APIで連携させることで、業務間のシームレスなデータ共有と連携を実現する仕組みで‬
‭す。これにより、各アプリが業務に特化した機能を提供し、使いやすさと効率性が向上‬
‭します。‬

‭　‬
‭2.‬ ‭株式取得の理由‬

‭　このたび、Arentグループに参画する構造ソフトは、建築領域で活用される構造計算‬
‭ソフトと、建築・土木領域の施工における工程管理システムの2つの領域においてプロ‬
‭ダクトを提供しており、スーパーゼネコンをはじめとする広範な建設業界で活用されて‬
‭います。‬

‭　構造ソフトが有するこれらの建設業界向けプロダクトを『Arentアプリ連携型プラッ‬
‭トフォーム』と連携することで、建設業界における業務効率の向上やプロジェクトの最‬
‭適化を支援します。‬

‭また、Arentの潤沢な開発リソースの活用や、広範なクライアント基盤を通じた営業活‬
‭動の拡大、マーケティング支援といった多角的なサポートにより、構造ソフトのビジネ‬
‭スには新たな成長の機会が広がることが期待されます。‬

‭3.‬ ‭今後の方針‬
‭　ArentグループはM&A戦略において、譲り受けた企業の文化や組織を尊重し、各社が‬
‭「自主独立」の精神を保ちながら運営できる体制を維持することを基本方針としていま‬
‭す。また、譲り受けた企業やプロダクトを単にグループに加えるだけでなく、その価値‬
‭を維持・向上させることを目指しています。‬

‭　今後も、各ニッチ領域のプロダクトを保有する企業のM&Aを積極的に進め、『Arent‬
‭アプリ連携型プラットフォーム』のさらなる拡充を図ってまいります。グループ全体と‬
‭してプラットフォームの強化を推進する一方で、企業文化や組織の独自性を大切にし、‬
‭持続可能な成長を実現していきます。‬

‭　さらに、結束力を一層高め、事業成長にとどまらず、DXを通じた新たな価値の創出‬
‭や働き方、組織の改革を継続的に推進します。より良い社会の実現に向けて挑戦し続け‬
‭ます。‬



‭4.‬ ‭株式会社構造ソフト（異動する子会社）の概要‬

‭（１）名称‬ ‭株式会社 構造ソフト‬

‭（２）所在地‬ ‭東京都北区赤羽台三丁目１番２０号‬

‭（３）代表者の役職・氏名‬ ‭代表取締役社長　原 泰紀‬

‭（４）事業内容‬ ‭建築関連パッケージソフトウェアの企画・開発・販売‬

‭（５）資本金‬ ‭55.5百万円‬

‭（６）設立年月日‬ ‭1967年8月30日 (1983年7月13日 商号及び目的を変更)‬

‭（７）大株主及び持株比率‬ ‭原 泰紀 52% 、個人株主１名48%‬

‭（８）上場会社と当該会社‬
‭　　　との関係‬

‭資本関係‬ ‭当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係は‬
‭ありません。また、当社の関係者及び関係会社と‬
‭当該会社の関係者及び関係会社の間には、特筆す‬
‭べき資本関係はありません。‬

‭人的関係‬ ‭当社と当該会社の間には、記載すべき人的関係は‬
‭ありません。また、当社の関係者及び関係会社と‬
‭当該会社の関係者及び関係会社の間には、特筆す‬
‭べき人的関係はありません。‬

‭取引関係‬ ‭当社と当該会社の間には、記載すべき取引関係は‬
‭ありません。また、当社の関係者及び関係会社と‬
‭当該会社の関係者及び関係会社の間には、特筆す‬
‭べき取引関係はありません。‬

‭関連当事者への‬
‭該当状況‬

‭当社と当該会社の間には、記載すべき取引関係は‬
‭なく、関連当事者には該当しません。‬

‭（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態（千円）‬

‭決算期‬ ‭2022年6月期‬ ‭2023年6月期‬ ‭2024年6月期‬

‭純資産‬ ‭210,160‬ ‭266,228‬ ‭312,937‬

‭総資産‬ ‭302,651‬ ‭366,868‬ ‭381,577‬

‭1株当たり純資産(円)‬ ‭4,203.21‬ ‭5,324.57‬ ‭6,258.75‬

‭売上高‬ ‭298,833‬ ‭311,904‬ ‭307,668‬

‭営業利益‬ ‭37,764‬ ‭88,803‬ ‭64,487‬

‭経常利益‬ ‭37,146‬ ‭88,941‬ ‭64,649‬

‭当期純利益‬ ‭36,761‬ ‭56,067‬ ‭46,709‬



‭1株当たり当期純利益(円)‬ ‭735.22‬ ‭1,121.35‬ ‭934.18‬

‭1株当たり配当金(円)‬ ‭0‬ ‭0‬ ‭0‬

‭5.‬ ‭株式取得の相手先の概要‬

‭(１)氏名‬ ‭原 泰紀 、個人株主１名‬

‭(２)住所‬ ‭株式取得先の要望により非開示とさせていただきます。‬

‭(３)上場会社と当該個人‬
‭　  の関係‬

‭資本関係、人的関係、取引関係はありません。‬
‭また、関連当事者にも該当いたしません。‬

‭6.‬ ‭株式の取得価額について‬

‭(１)異動前の所有株式数‬ ‭－株‬

‭(２)取得株式数‬ ‭50,000株‬

‭(３)取得価額‬ ‭株式取得先の要望により非開示とさせていただきます。‬
‭なお取得価額については、公平性・妥当性を確保するため、‬
‭第三者による株式価値算定結果を勘案し決定しております。‬

‭(４)異動後の所有株式数‬ ‭50,000株‬
‭　（議決権の数：50,000個）‬
‭　（議決権所有割合：100%）‬

‭7.‬ ‭今後の日程（予定）‬

‭(１)取締役会決議日‬ ‭2024年12月13日‬

‭(２)契約締結日‬ ‭2024年12月13日‬

‭(３)株式取得実行日‬ ‭2025年１月６日(予定)‬

‭8.‬ ‭今後の見通し‬
‭　本件に関する業績や財務状況への影響については、軽微であると見込んでおりますが、事業‬
‭の状況変化により、重要な変化が生じた場合、速やかに開示いたします。‬

‭以上‬

‭＜本リリースに関するお問い合わせ先＞‬
‭株式会社Ａｒｅｎｔ　IR‬

‭ir@arent3d.com‬


